
医療…6
東　  海　  大　  学　  新　  聞 2020年（令和２年）６月１日（月曜日）第１０９１号 （第３種郵便物認可）

文科省採択プロジェクトの成果を報告
臓器線維症の診断・予防・治療法開発が進展

マトリックス医学生物学センター

　
臓
器
線
維
症
は
、
コ
ラ
ー

ゲ
ン
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
と
い

っ
た
細
胞
間
物
質
（
細
胞
外

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
）
の
過
剰
沈

着
に
よ
り
臓
器
が
線
維
化
し

て
硬
く
な
り
、
機
能
不
全
を

き
た
す
病
態
を
い
う
。
肝
臓

や
肺
、
腎
臓
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
臓
器
に
発
症
し
、
進
展
す

る
と
が
ん
に
至
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
各
臓
器

の
線
維
症
の
病
態
や
進
展
機

序
に
多
く
の
共
通
性
が
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
本
来
は
細

胞
の
発
生
・
分
化
や
老
化
な

ど
の
生
命
現
象
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
細
胞
外
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
が
、
線
維
症
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
か
を
臓
器
横
断
的
に
研
究

す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

２
０
１
４
年
度
に
設
立
。
翌

年
度
に
「
私
立
大
学
戦
略
的

研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」

の
採
択
を
受
け
て
研
究
を
展

開
し
て
き
た
＝
図
１
。 

　
「
人
と
人
と
の
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
健
全
な
社
会
が
つ
く
ら
れ

る
よ
う
に
、
細
胞
同
士
の
関

係
も
良
好
に
保
た
れ
な
け
れ

ば
体
の
成
長
や
健
康
の
維
持

は
で
き
ま
せ
ん
。
細
胞
間
を

つ
な
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
働
く
の

が
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
。

そ
の
唯
一
無
二
の
研
究
機
関

と
し
て
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
必

要
性
と
有
害
性
、
病
気
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
治
療

に
役
立
て
る
の
が
目
標
で

す
」
と
稲
垣
教
授
は
語
る
。

３
テ
ー
マ
５
件
の
特
許
出
願

若
手
育
成
に
も
高
い
評
価

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
細

胞
の
発
生
や
免
疫
、
酸
化
ス

ト
レ
ス
、
遺
伝
子
改
変
マ
ウ

ス
の
作
製
な
ど
を
専
門
と
す

る
基
礎
研
究
者
と
、消
化
器
、

呼
吸
器
、
腎
・
代
謝
内
科
な

ど
線
維
症
診
療
に
携
わ
る
臨

床
医
13
人
が
参
画
。
６
人
の

特
定
研
究
員
や
多
数
の
大
学

院
生
ら
若
手
研
究
者
の
育
成

に
も
力
が
注
が
れ
た
。

　
研
究
は
３
つ
の
テ
ー
マ
で

推
進
＝
図
２
。「
基
盤
技
術
部

門
」
で
は
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
成

分
の
動
き
を
目
で
追
え
る
ゲ

ノ
ム
編
集
マ
ウ
ス
な
ど
の
作

製
に
成
功
し
、「
診
断
技
術
部

門
」
で
は
線
維
肝
の
診
断
マ

ー
カ
ー
と
し
て
、
血
液
内
を

循
環
す
る
細
胞
外
小
胞
（
エ

ク
ソ
ソ
ー
ム
）
に
包
ま
れ
た

OGFRL1

を
見
い
だ
し
た
。

「
治
療
開
発
部
門
」で
は
、線

維
肝
の
治
療
標
的
分
子
と
し

て
、OGFRL1

とTcf21

を

同
定
。
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て

５
件
の
特
許
が
出
願
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
画
期
的
な
成

果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
外
部
評
価
者
か
ら
は
、
５

年
間
の
成
果
に
つ
い
て
、「
き

わ
め
て
機
能
的
な
体
制
に
よ

り
、
基
礎
か
ら
臨
床
応
用
に

つ
な
が
る
研
究
が
進
展
し

た
」「
若
手
研
究
者
が
学
会

発
表
で
の
受
賞
や
論
文
発
表

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
成
果

を
上
げ
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

や
国
内
外
の
研
究
機
関
へ
の

派
遣
、
学
内
で
の
教
員
採
用

に
至
っ
た
の
は
素
晴
ら
し
い

実
績
」
と
い
っ
た
講
評
が
あ

り
、
今
後
の
展
開
に
対
す
る

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

臨
床
応
用
に
向
け
加
速

新
分
野
の
発
展
目
指
す

　
特
許
出
願
さ
れ
た
２
つ
の

新
規
分
子
に
関
す
る
研
究

は
、
い
ず
れ
も
国
立
研
究
開

発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発

機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
事
業

に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
ら

が
専
門
領
域
や
世
代
を
こ
え

て
連
携
す
る
と
と
も
に
、
総

合
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
、
総

合
医
学
研
究
所
、
先
進
生
命

科
学
研
究
所
、
マ
イ
ク
ロ
・

ナ
ノ
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
な

ど
学
内
の
研
究
機
関
や
他
大

学
、
さ
ら
に
は
企
業
と
の
共

同
研
究
も
推
進
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
順
調

に
進
め
ら
れ
た
の
は
、
大
学

全
体
に
よ
る
支
援
が
あ
っ
た

お
か
げ
で
す
。
文
科
省
へ
の

事
業
申
請
か
ら
施
設
の
整

備
、
研
究
者
の
登
用
な
ど
、

事
務
系
職
員
も
全
面
的
に
力

に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一

丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
く
れ

た
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
稲
垣
教
授

は
話
す
。

　
「
今
後
の
課
題
は
、
新
規

治
療
法
の
ヒ
ト
に
対
す
る
有

効
性
や
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
の
臨
床
試
験
を
早
期
に

開
始
し
、
臨
床
応
用
に
向
け

て
研
究
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
。『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
医
学

生
物
学
』
と
い
う
新
し
い
学

問
分
野
の
発
展
に
向
け
た
努

力
も
続
け
ま
す
」

唯
一無
二
の
研
究
機
関
と
し
て

病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
へ

　
大
学
院
医
学
研
究
科
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
医
学
生
物
学
セ
ン
タ
ー
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

し
て
医
学
部
医
学
科
の
研
究
者
ら
が
取
り
組
ん
で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
文
部
科
学
省

「
平
成
27
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
『
臓
器
線
維
症
の
病
態
解

明
と
新
た
な
診
断
・
予
防
・
治
療
法
開
発
の
た
め
の
拠
点
形
成
』」
の
採
択
期
間
が
昨

年
度
で
終
了
。こ
の
ほ
ど
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。研
究
代
表
者
の
稲
垣
豊
教
授（
同

セ
ン
タ
ー
長
・
基
盤
診
療
学
系
先
端
医
療
科
学
）
に
５
年
間
の
成
果
と
今
後
の
展
望
を

聞
い
た
。

遺伝子改変による
線維症可視化
マウスの作製

臨床試験への
橋渡しとデザイン

肺線維症

心臓線維症

肝線維症

腎線維症

神経変性疾患

皮膚線維症

腹膜硬化症

腸管線維症

加齢や感染、炎症、薬剤、代謝異常、環境汚染などにより
さまざまな臓器に発症する線維症を臓器横断的に研究

３つのテーマで病態解明から新たな診断・予防・治療法
の開発までを目指す

　
東
京
工
業
大
学
生
命
理

工
学
院
を
経
て
２
０
１
５

年
度
に
東
海
大
学
医
学
部

へ
。
翌
年
度
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
の
特
定
研
究
員
と
し

て
稲
垣
豊
教
授
の
研
究
室

に
所
属
し
、
エ
ク
ソ
ソ
ー

ム
内
包
タ
ン
パ
ク
質OG 

FRL1

が
肝
臓
の
線
維
化

の
診
断
マ
ー
カ
ー
や
治
療

効
果
の
判
定
指
標
、
さ
ら

に
は
新
規
の
治
療
薬
開
発

に
つ
な
が
る
可
能
性
を
突

き
止
め
た
。「
生
命
科
学

統
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
熟

練
し
た
技
術
職
員
の
協
力

を
得
て
実
験
で
き
た
こ
と

も
結
果
を
出
せ
た
要
因
。

多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

　
同
研
究
は
、「
エ
ク
ソ
ソ

ー
ム
内
包
再
生
促
進
因
子

に
着
目
し
た
線
維
肝
再
生

の
新
た
な
診
断
・
治
療
法

の
創
出
」
と
し
て
、
18
年

度
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
肝
炎

等
克
服
実
用
化
研
究
事
業

の
採
択
を
受
け
て
進
め
て

い
る
。「
マ
ウ
ス
の
実
験
で

明
ら
か
に
し
たOGFR 

L1

の
線
維
肝
へ
の
関
与

を
ヒ
ト
で
実
証
す
る
の
が

現
在
の
課
題
。
本
学
の
消

化
器
内
科
学
の
先
生
や
京

都
大
学
、
山
口
大
学
の
研

究
者
ら
と
も
共
同
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
次
世
代

型
の
肝
線
維
症
の
治
療
法

の
早
期
実
現
に
向
け
て
研

究
を
充
実
さ
せ
た
い
」

　
「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
医
学

生
物
学
セ
ン
タ
ー
に
着
任

し
て
感
じ
た
の
は
、
研
究

領
域
の
垣
根
が
な
い
こ

と
。
多
様
な
分
野
の
専
門

家
と
自
由
に
意
見
を
交
わ

せ
る
環
境
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
」
と
柳
川
享
世
特

任
助
教
（
医
学
部
医
学
科

基
盤
診
療
学
系
先
端
医
療

科
学
）
は
語
る
。「
多
彩

な
研
究
者
を
招
い
た
セ
ン

タ
ー
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

も
、最
新
知
識
を
習
得
し
、

自
分
の
研
究
に
関
す
る
ヒ

ン
ト
を
得
る
貴
重
な
機

会
。『
必
ず
質
問
す
る
』

こ
と
を
目
標
に
聴
講
し
、

集
中
力
と
瞬
発
力
も
身
に

つ
き
ま
し
た
」

次世代型線維肝治療の
早期実現を目指す

マトリックス医学生物学センター
柳川享世 特任助教

神
経
細
胞
培
養
技
術
を
提
案

大
友
助
教
ら
ナ
ノ
シ
ー
ト
を
活
用

医学部

「大学全体の支援に
感謝します」と語る
稲垣教授

　
医
学
部
医
学
科
基
礎
医
学

系
分
子
生
命
科
学
の
大
友
麻

子
助
教
と
中
川
草
講
師
、
上

田
真
保
子
奨
励
研
究
員
（
い

ず
れ
も
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
兼
務
）
ら

が
、
溝
加
工
を
施
し
た
高
分

子
超
薄
膜
を
使
っ
て
神
経
細

胞
を
培
養
す
る
新
た
な
手
法

を
提
案
。
そ
の
成
果
を
ま
と

め
た
論
文
が
、
学
術
雑
誌

『Scientific Reports

』

印
刷
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
い
っ
た
神

経
変
性
疾
患
の
患
者
は
年
々

増
え
て
い
る
一
方
、
効
果
的

な
治
療
法
が
見
つ
か
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
。
疾
病
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
や
薬
剤
開
発

に
は
人
工
培
養
し
た
神
経
細

胞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

実
験
ご
と
に
細
胞
の
状
態
が

ば
ら
つ
き
や
す
く
、
均
一
な

条
件
を
整
え
た
り
、
薬
剤
の

作
用
を
定
量
的
に
測
定
し
た

り
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

が
あ
っ
た
。

　
大
友
助
教
ら
は
、
工
学
部

の
岡
村
陽
介
教
授
（
同
）
ら

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
ポ
リ

乳
酸
製
の
ナ
ノ
シ
ー
ト
に
、

立
体
的
な
溝
加
工
を
施
し
た

も
の
と
、
加
工
し
な
か
っ
た

も
の
を
細
胞
基
材
と
し
て
使

い
、
マ
ウ
ス
の
大
脳
新
皮
質

由
来
の
神
経
細
胞
を
培
養
。

細
胞
形
態
と
遺
伝
子
発
現
を

解
析
し
た
結
果
、
溝
加
工
を

施
し
た
シ
ー
ト
で
は
神
経
突

起
の
進
展
方
向
が
一
定
に
制

御
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
シ

ナ
プ
ス
の
形
成
に
か
か
わ
る

遺
伝
子
群
の
発
現
が
早
ま
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
大
友
助
教
と
上
田
研
究
員

ら
は
、「
我
々
が
開
発
し
た

ナ
ノ
シ
ー
ト
が
、
神
経
細
胞

の
培
養
基
材
と
し
て
優
れ
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
実
験

の
再
現
性
向
上
に
も
貢
献
で

き
る
と
期
待
し
て
い
る
。
神

経
細
胞
は
、
周
囲
を
さ
ま
ざ

ま
な
細
胞
に
取
り
囲
ま
れ
た

立
体
的
な
環
境
で
生
存
し
て

い
ま
す
。
ナ
ノ
シ
ー
ト
や
マ

イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
技
術
を
組

み
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
環

境
を
再
現
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

マウス由来大脳皮質初代神経培養細胞（培養後９日目）
の 神 経 細 胞 の 染 色 像。緑（Tuj-1）は 神 経 突 起、赤

（MAP2）は樹状突起、青（DAPI）は核染色を示してい
る。Mergeはそれらを重ね合わせた画像。図中の白両
矢印は溝加工の方向を示している。溝加工したナノシー
トを用いて神経細胞を培養すると、神経突起の進展方向
が一定方向に制御されていた。
Otomo and Ueda et al., Scientific Reports, in 
press.

待
さ
れ
る
テ
ー
マ
を
支
援
す

る
「
医
学
研
究
基
金
」、
将

来
を
嘱
望
さ
れ
る
研
究
者
の

主
導
に
よ
る
創
造
的
か
つ
先

端
的
な
研
究
を
支
援
す
る

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
に

採
択
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
各
１
人
が
発
表
。
後
半

は
、
医
学
関
連
研
究
の
レ
ベ

ル
向
上
に
寄
与
す
る
と
認
め

ら
れ
る
優
れ
た
研
究
を
重
点

的
に
支
援
す
る
「
研
究
助
成

金
（
重
点
的
研
究
）」
を
受

け
た
12
人
が
報
告
し
た
。
な

お
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
が

徹
底
さ
れ
た
。

　
「
２
０
１
９
年
度
医
学
部

医
学
科
研
究
成
果
報
告
会
」

が
、
４
月
24
日
に
伊
勢
原
校

舎
で
開
か
れ
た
。
同
学
科
で

は
、
医
科
学
研
究
レ
ベ
ル
の

向
上
と
優
れ
た
研
究
の
重
点

的
な
支
援
を
目
的
と
し
た
研

究
助
成
金
制
度
を
展
開
。
採

択
さ
れ
た
研
究
に
つ
い
て
、

毎
年
成
果
を
報
告
し
て
い

る
。
前
半
は
、
過
去
に
同
制

度
の
助
成
を
受
け
た
研
究
の

中
か
ら
、
さ
ら
に
発
展
が
期

同センター主催のシンポ
ジウムで研究成果を発表

溝加工ナノシート培養基材は
神経突起の進展方向を制御する

図１：プロジェクトの概念図

図２：研究テーマ

平滑
ナノシート

溝加工
ナノシート

医
学
科
が
研
究
報
告
会

14
人
が
成
果
を
発
表


